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　思春期は，攻撃行動，過食，飲酒，喫煙など，ネガティブな結

果を熟慮せずに行われる問題行動がみられ始める時期である

（Weiser & Reynolds, 2011 ／ 2014）。このような思春期における

問題行動の生起に関わる重大な促進要因として挙げられるのが，

ネガティブな切迫性である（Cyders & Smith, 2008）。ネガティ

ブな切迫性は「不快情動を経験した際に衝動的に行動を起こす傾

向」であり，前頭前皮質などから成る行動制御に関わるトップダ

ウン・システムの成熟よりも，腹側被蓋野や側坐核，扁桃体など

から成る衝動的行動の生起に関わるボトムアップ・システムの成

熟が早いとされる思春期から高まるとされている（Smith & 

Cyders, 2016; Spear, 2011 ／ 2014；松木・齊藤，印刷中）。

　ところで，思春期におけるすべての青年が高いネガティブな切

迫性を有しているわけではなく，その程度には個人差があるとさ

れる（Smith & Cyders, 2016）。とりわけ，ネガティブな切迫性

の高まりに変化を与える要因として挙げられるのが，ストレッサー

の存在である。ストレスを感じると，ボトムアップ・システムを

構成する側坐核や扁桃体が活発になり，不快情動に対する制御が

困難になることが明らかにされている（Spear, 2011 ／ 2014）。と

くに，トップダウン・システムとボトムアップ・システムの発達

的なギャップに加え，ストレス反応に関わる視床下部－下垂体－

副腎軸（HPA 軸）が大きく発達する思春期（Johnson, Dariotis, 

& Wang, 2012）では，ストレッサーによる影響は大きいと考えら

れる。

　しかしながら，思春期の青年は，ストレッサーを経験してもた

だちにはネガティブな切迫性が高まるわけではなく，ストレッサー

の影響を軽減する防御要因を有していると考えられる。そのよう

な防御要因として挙げられるのが，レジリエンスである。レジリ

エンスは，ストレッサーの影響を緩衝する，あるいはストレスフ

ルな状態から回復する力や過程とされ（齊藤・岡安，2011），中で

も，後天的に獲得されるレジリエンスとして「問題解決志向」「自

己理解」「他者心理の理解」から成る獲得的レジリエンスが存在す

ることが平野（2012）によって明らかにされている。様々な問題

行動の促進要因であるネガティブな切迫性が高まりやすい思春期

の青年において，このような獲得的レジリエンスを身に付けるこ

とは重要であるといえる（松木・齊藤，2016）。

　そこで本研究では，ストレッサーの中でも思春期において大き

な比重を占めるとされる学校ストレッサー（岡安・嶋田・丹羽・

森・矢富，1992）を取り上げ，齊藤・岡安（2011）と上野・鈴木・

清水（2014）のレジリエンスを媒介変数とするモデルを参考に，

ストレッサーが直接的にネガティブな切迫性に及ぼす影響と，ス

トレッサーがレジリエンスを媒介してネガティブな切迫性に及ぼ

す影響について検討することを目的とする。なお，齊藤・岡安

（2011）と上野・鈴木・清水（2014）のモデルにしたがえば，学校

ストレッサーからネガティブな切迫性へのパスでは正の関連が，

要約：思春期では，多くのストレッサーを経験するもののただちにネガティブな切迫性が高まるわけではなく，レジリエンス

によってストレッサーの影響が軽減されていると考えられる。そこで本研究では，ストレッサーがレジリエンスを媒介してネ

ガティブな切迫性に及ぼす影響を，身体発育のタイミングに焦点を当てて検討することを目的とし，中学生488名（男子233名，

女子255名）に質問紙調査を実施した。多母集団同時分析の結果，未成熟群では友人ストレッサーからネガティブな切迫性への

影響が，オンタイム群では学業ストレッサーからネガティブな切迫性への影響が，獲得的レジリエンスによって軽減されるこ

とが示めされたが，成熟群では学業ストレッサーおよび友人ストレッサーは獲得的レジリエンスを媒介せずに直接的にネガティ

ブな切迫性を高めることが示めされた。身体発育のタイミングによって獲得的レジリエンスが有する軽減効果に差異はあるも

のの，全群において，獲得的レジリエンスがネガティブな切迫性に対して抑制的影響を示すことが明らかになり，思春期にお

いて獲得的レジリエンスを身に付けることの重要性が示唆された。

中学生の獲得的レジリエンスがネガティブな切迫性に及ぼす影響

－－－身体発育のタイミングに焦点を当てて－－－
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学校ストレッサーから獲得的レジリエンスへのパスでは負の関連

が，獲得的レジリエンスからネガティブな切迫性へのパスでは負

の関連がそれぞれ示されることが予想される（Figure 1）。

　ところで，思春期では，身体発育に伴って様々な心理社会的な

ストレッサーが増大することや，身体発育の程度と HPA 軸の発

達が関連する（Gunnar, Wewerka, Frenn, Long, & Griggs, 

2009; Johnson, Dariotis, & Wang, 2012; Spear, 2009）こと，ま

た，身体発育の程度とネガティブな切迫性の高まりが関連する

（Smith & Cyders, 2016）ことなどから，身体発育の程度による

差異を検討することも目的とする。なお，男女ともに最大身長成

長速度（peak height velocity; PHV）を経験するまでに中枢神経

性思春期が開始し，それに伴い性ホルモンの分泌量の増大や体つ

きの変化，発毛がみられるなど，最大身長成長速度の経験の有無は

生物学的パラメーターとして成熟度の指標となる（Bogin, 2011 ／ 

2014; 藤井，2005）ことから，本研究では身体発育の程度を弁別

する指標として，思春期における最大身長成長速度の経験の有無

を測定することとする。

方　　法

　調査対象者　中学１年生129名（男子61名，女子68名），中学２

年生182名（男子87名，女子95名），中学３年生177名（男子85名，

女子92名），計488名（男子233名，女子255名）を対象とした。

　調査手続きと倫理的配慮　2015年８月に，無記名式の質問紙法

による調査の実施を，校長の了承を得た上で，校長を通して各学

級担任に依頼して行った。回答にあたって，プライバシーは保護

されること，回答しないことにより不利益を被らないこと，いつ

でも中止可能なことなどを紙面上において教示した。

調査内容

　身体発育のタイミング　身体発育の程度を測定する指標として

信頼性および妥当性が確認されている Pubertal Development 

Scale（Petersen, Crockett, & Boxer, 1988）を参考に作成された

上長（2007）を参考に，「これまでに，短い期間で，身長が急に大

きく伸びたことがありましたか」という最大身長成長速度の経験

を測定する質問項目を作成した。評定については，「まだない（１

点）」「今のびている（２点）」「あった（３点）」の３件法で回答を

求めた。

　学校ストレッサー　西野・小林・北川（2009），田中（2006），

岡安・嶋田・丹羽・森・矢富（1992）の学業ストレッサーと友人

関係ストレッサーに関する項目のうち，因子負荷量が高い項目を

参考にしながら，調査対象者への負担を考慮してできる限り項目

数が少なくなるように，学業に関するストレッサー（以下，学業

ストレッサー）３項目（「一生けんめい勉強しているのに，成績が

のびなかった」「勉強で新しい内容（新しく教わったこと）をおぼ

えるのが大変だった」「テストや通知表の成績が悪かった」），友人

関係に関するストレッサー（以下，友人ストレッサー）２項目

（「友だちからいやなことを言われた」「友だちとけんかをした」），

部活動に関するストレッサー（以下，部活ストレッサー）２項目

（「部活動の練習がきびしかった」「部活動で，練習しても上達しな

かった」）の計７項目を設定した。

　それぞれの項目に対して，その出来事の最近数か月間の経験頻

度を４件法（「全然なかった（０点）」「たまにあった（１点）」「と

きどきあった（２点）」「よくあった（３点）」）で回答を求め，経

験があった場合にはその出来事に対する嫌悪度を４件法（「全然い

やではなかった（０点）」「（すこしいやだった（１点）」「かなりい

やだった（３点）」「とてもいやだった（４点）」）で回答を求めた。

各学校ストレッサーの得点は，岡安ら（1992）と同様に，経験頻

度と嫌悪度の積とし（各項目の得点範囲は０～９点），各ストレッ

サーの得点範囲は学業ストレッサーで０～27点，友人ストレッサー

で０～18点，部活ストレッサーで０～18点となる。α係数をそれ

ぞれ算出したところ，学業ストレッサーはα＝ .71，友人ストレッ

サーはα＝ .60，部活ストレッサーはα＝ .62が得られ，おおむね

満足できる内的一貫性が確認された。

　獲得的レジリエンス　平野（2010）の二次元レジリエンス要因

尺度（BRS）から「獲得的レジリエンス」を用いた。これは「問

題解決志向」３項目（「人と誤解が生じたときには積極的に話をし

ようとする」など）「自己理解」３項目（「自分の性格についてよ

く理解している」など）「他者心理の理解」３項目（「人の気持ち

や，微妙な表情の変化を読み取るのが上手だ」など）の３下位尺

度計９項目から構成されている。妥当性については，平野（2010）

により，検証されている。それぞれの項目について，「全くあては

まらない（１点）」から「とてもよくあてはまる（５点）」の５件

法で回答を求めた。α係数を算出したところ，α＝ .74が得られ，

十分な内的一貫性が確認された。

　ネガティブな切迫性　松木・齊藤（印刷中）のネガティブな切

迫性尺度８項目（「いらいらすると，よく考えずに行動してしまう

ことがよくある」など）を用いた。妥当性については，松木・齊

藤（印刷中）により，検証されている。それぞれの項目について，

「まったくあてはまらない（１点）」～「とてもよくあてはまる（５

点）」の５件法で回答を求めた。α係数を算出したところ，α＝ .80

が得られ，十分な内的一貫性が確認された。

注）実線の矢印は正の関連，破線の矢印は負の関連をそれぞれ示している。

Figure 1．本研究におけるモデル
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Figure 1. 本研究におけるモデル

注 ) 実線の矢印は正の関連，破線の矢印は負の関連をそれぞれ示している。
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結　　果

身体発育のタイミングによるグルーピング

　身体発育のタイミングに対して，「まだない」と回答した者を未

成熟群（男子77名，女子101名，計178名），「今のびている」と回

答した者をオンタイム群（男子67名，女子28名の計95名），「あっ

た」と回答した者を成熟群（男子89名，女子126名，計215名）に

分類した（Table 1）。

群別の各変数の平均値および分散分析

　各変数の基礎統計量を身体発育のタイミング（未成熟，オンタ

イム，成熟）と性別（男子，女子）に算出し，身体発育のタイミ

ングと性別を独立変数，各変数を従属変数とする分散分析を行っ

た（Table 2）。その結果，学業ストレッサーにおいて身体発育の

タイミングの主効果が認められたため，多重比較（TukeyのHSD

法）を行った結果，オンタイム群が最も得点が低かった。また，

獲得的レジリエンスにおいて性別の主効果が認められ，女子の方

が男子よりも得点が高かった。ただし，有意差が認められた各変

数で得られた効果量はいずれも小さかった（η２＝ .01 ～ .02）。

各変数の相関分析

　各変数の相関分析の結果をTable 3に示した。学業ストレッサー，

友人ストレッサー，部活ストレッサーは相互に，またネガティブ

な切迫性と正の有意な相関を示した。他方，学業ストレッサーと

友人ストレッサーは獲得的レジリエンスと負の有意な相関を示し

た。さらに，獲得的レジリエンスはネガティブな切迫性と負の有

意な相関を示した。

ネガティブな切迫性に対する学校ストレッサーと獲得的レジリエ

ンスの影響の検討

　ネガティブな切迫性に対する学校ストレッサーと獲得的レジリ

エンスの影響が，未成熟群，オンタイム群，成熟群の３群でどの

ように異なるかを検討するために，性別を統制変数として投入し

た多母集団同時分析を行った。全ての群において有意でなかった

パスを削除した結果，Figure 2（パス係数は Table 4）のモデル

が得られた。モデルについては，χ２（15）＝15.54，p ＝ .41，GFI

＝ .99，AGFI ＝ .96，CFI ＝1.00，RMSEA ＝ .01であり，十分な

適合度が示された。

　学業ストレッサーからネガティブな切迫性へのパス（P １）につ

いては，オンタイム群では有意なパスが認められず，未成熟群と

成熟群では有意な正のパスが認められた。友人ストレッサーから

ネガティブな切迫性へのパス（P ２）については，未成熟群では有

意なパスが認められず，オンタイム群と成熟群で有意な正のパス

が認められた。学業ストレッサーから獲得的レジリエンスへのパ

ス（P ３）については，オンタイム群においてのみ有意な負のパス

が認められた。友人ストレッサーから獲得的レジリエンスへのパ

ス（P ４）については，未成熟群においてのみ，有意な負のパスが

認められた。獲得的レジリエンスからネガティブな切迫性へのパ

ス（P ５）については， 全ての群において有意な負のパスが認めら

れた。

　また，未成熟群では友人ストレッサーが獲得的レジリエンスを

媒介してネガティブな切迫性に影響を及ぼし，オンタイム群では

学業ストレッサーが獲得的レジリエンスを媒介してネガティブな

切迫性に影響を及ぼすという間接効果がそれぞれ認められたこと

Table 2　各変数の身体発育のタイミング・性別の平均値（SD）および分散分析結果

未成熟 オンタイム 成熟

F 値（自由度） η２
男子

（n＝77）
女子

（n＝101）
男子

（n＝67）
女子

（n＝28）
男子

（n＝89）
女子

（n＝126）

学業ストレッサー
（０点～18点）

5.85
（3.85）

6.01
（4.37）

3.99
（3.58）

5.52
（4.17）

6.51
（4.19）

5.70
（4.30）

身体発育
性別

交互作用

3.19（2/482）
.50（1/482）

2.39（2/482）

*

　

.01

.01

.00

友人ストレッサー
（０点～18点）

2.81
（3.63）

3.32
（4.19）

2.43
（2.99）

3.46
（4.97）

2.94
（3.78）

3.10
（3.89）

身体発育
性別

交互作用

.02（2/482）
2.08（1/482）
.39（2/482）

.01

.00

.01

部活ストレッサー
（０点～18点）

6.77
（5.48）

7.60
（6.33）

5.36
（5.48）

6.89
（5.93）

7.10
（5.56）

8.18
（6.70）

身体発育
性別

交互作用

1.81（2/482）
3.53（1/482）
.09（2/482）

.00

.01

.00

獲得的レジリエンス
（１点～５点）

3.29
（0.54）

3.47
（0.50）

3.41
（0.61）

3.60
（0.58）

3.37
（0.62）

3.53
（0.52）

身体発育
性別

交互作用

1.61（2/482）
9.53（1/482）
.04（2/482）

*
.01
.02
.00

ネガティブな切迫性
（１点～５点）

3.05
（0.70）

2.89
（0.80）

2.84
（0.65）

2.95
（0.88）

3.00
（0.69）

3.02
（0.78）

身体発育
性別

交互作用

.68（2/482）

.00（1/482）
1.10（2/482）

.00

.00

.01

注） 学業ストレッサーの得点範囲は０～27点であるが，友人ストレッサーと部活ストレッサーと比較しやすいように０～18点に調整した。

*p<.05

Table 3　各変数の相関係数

1 2 3 4

１　学業ストレッサー
２　友人ストレッサー .29**
３　部活ストレッサー .45** .29**
４　獲得的レジリエンス -.15** -.10** -.04**
５　ネガティブな切迫性 .31** .24** .22** -.23 **

*p<.05, **p<.01

Table 1　身体発育のタイミングによるクロス集計

未成熟（％）オンタイム（％） 成熟（％） 計（％）

男子 77（33.0） 67（28.8） 89（38.2） 233（100.0）
女子 101（39.6） 28（11.0） 126（49.4） 255（100.0）
計 178（36.5） 95（19.5） 215（44.1） 488（100.0）
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から，上野・鈴木・清水（2014）と同様に，それぞれの間接効果

モデルにおけるパス係数を算出し，獲得的レジリエンスを媒介し

ない場合のパス係数（直接効果モデル）と獲得的レジリエンスを

媒介した場合のパス係数（間接効果モデル）の比較検討を行った。

未成熟群では，友人ストレッサーからネガティブな切迫性へのパ

スの係数が .13であったのに対し，獲得的レジリエンスを媒介した

場合のパスの係数は .03［（－ .18）×（－ .16）］であったため，友

人ストレッサーは獲得的レジリエンスを媒介した方が，ネガティ

ブな切迫性へのパス係数の値は低くなることが示された。また，

オンタイム群では，学業ストレッサーからネガティブな切迫性へ

のパスの係数が .14であったのに対し，獲得的レジリエンスを媒介

した場合のパスの係数は .07［（－ .27）×（－ .27）］であったため，

学業ストレッサーは獲得的レジリエンスを媒介した方が，ネガティ

ブな切迫性へのパス係数の値は低くなることが示された。なお，

決定係数については，獲得的レジリエンスでは，未成熟群で R２

＝ .08，オンタイム群で R２＝ .19，成熟群で R２＝ .03であった。ネ

ガティブな切迫性では，未成熟群で R２＝ .15，オンタイム群で R

２＝ .21，成熟群で R２＝ .12であった。

考　　察

　本研究は，身体発育のタイミング（未成熟，オンタイム，成熟）

ごとに，学校ストレッサー（学業ストレッサー，友人ストレッ

サー，部活ストレッサー）が獲得的レジリエンスおよびネガティ

ブな切迫性に及ぼす影響がどのように異なるかについて明らかに

することを目的として行われた。

　分散分析の結果から，学業ストレッサーにおいて身体発育のタ

イミングの主効果が認められ，オンタイム群が他の２群よりも得

点がわずかに低いことが認められた。これについて，オンタイム

群は身長の伸びだけでなく他の身体的変化も大きく，こうした身

体的変化自体が直接自己と関わるストレッサーとなり，相対的に

学業ストレッサーが低くなったものと推測できる。獲得的レジリ

エンスにおいては性別の主効果が認められ，平野（2013）が指摘

するように，思春期の女子は男子よりも人間関係を良好に保とう

とするために獲得的レジリエンスが高いことが示唆された。

　多母集団同時分析の結果，まず未成熟群では，友人ストレッサー

からネガティブな切迫性への影響が獲得的レジリエンスによって

軽減されるという間接効果が認められた一方で，学業ストレッサー

は獲得的レジリエンスを媒介せず，ネガティブな切迫性を直接高

めることが明らかになった。オンタイム群では，未成熟群と異な

り，学業ストレッサーからネガティブな切迫性への影響が獲得的

レジリエンスによって軽減されるという間接効果が認められた一

方で，友人ストレッサーは獲得的レジリエンスを媒介せず，ネガ

ティブな切迫性を直接高めることが明らかになった。成熟群では，

未成熟群とオンタイム群と異なり，学業ストレッサーと友人スト

レッサーの両方が獲得的レジリエンスを媒介せず，どちらのスト

レッサーもネガティブな切迫性に対して直接的に影響を及ぼして

いた。これらの結果から，未成熟群では，学業ストレッサーがネ

ガティブな切迫性を直接的に高めるリスク要因となっていたが，

オンタイム群では身体発育が顕著なため周囲の友人と自身の体つ

きを比較することにより，自身の身体に対する認知が変容し（上

長，2007），それに伴い友人関係も様々な変化が生じるため，学業

ストレッサーよりも友人ストレッサーの影響の方が大きいと考え

られる。また，成熟群では，思春期の身体発育の進行に伴いスト

レス反応が生じやすくなる（Stroud, Papandonatos, Williamson, 

& Dahl, 2004; Stroud et al., 2009）ことから，身体発育が未成熟

群およびオンタイム群よりも進行しているため，ストレッサーを

経験した際はレジリエンスが機能しにくく，ストレッサーによっ

てネガティブな切迫性が高められやすいことが推測された。

　以上から，学校ストレッサーに対して獲得的レジリエンスが防

御要因として機能するかどうかは身体発育の段階によって異なる

ことが示唆されたものの， 全群において獲得的レジリエンスがネ

Table 4　各群のパス係数

未成熟群
（n＝178）

オンタイム群
（n＝95）

成熟群
（n＝215）

P １（学業ストレッサー→ネガティブな切迫性） .28** .14** .21**

P ２（友人ストレッサー→ネガティブな切迫性） .13** .19** .16**

P ３（学業ストレッサー→獲得的レジリエンス） -.07** -.27** -.13**
P ４（友人ストレッサー→獲得的レジリエンス） -.18** -.16** .08**
P ５（獲得的レジリエンス→ネガティブな切迫性） -.16** -.27** -.16**

注１）P １～５ は Figure ２に対応。 *p<.05, **p<.01

Figure 2．多母集団同時分析で採用されたモデル（統制変数，共分散，誤差項は省略）

 
Figure 2. 多母集団同時分析で採用されたモデル（統制変数，共分散，誤差項は省略）
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ガティブな切迫性に対して抑制的影響をもつことが明らかになり，

思春期において獲得的レジリエンスを身に付けることの重要性が

示唆された。今後は，縦断研究により個々人の身体発育の進行に

伴うストレッサー，獲得的レジリエンス，ネガティブな切迫性の

関連をより明確にしていくことが必要であろう。
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